
全国すり身協会簡易測定法(イノシン酸含量) 
 
1．試薬の調整および検量線の作成 
(1) イノシン酸二ナトリウム(mw:392.24)を 0～60μmol/Lにそれぞれ調整する。 
(2) 光路長 1cmのセルを用いて波長 250nmにおける吸光度を測定する。 
(3) 吸光度を横軸に、イノシン酸量を縦軸にとって一次回帰直線を作成する。このとき、相
関係数(R2)は 0.9以上であることが望ましい。 
 
2．試料の総タンパク質含量の測定 
(1) 有機物用サンプルを 1mL取り、光路長 1cmのセルを用いて波長 250nmにおける吸光
度を測定する。 
(2) 得られた吸光度を、作成した検量線に代入してイノシン酸含量を算出する。 
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